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●歯車の使い方 

 歯車（ギヤ）を使うとモーターのスピードと力の強さを変えることができます。 

 このページでは歯車を使うときに必要な知識を紹介します。 

●ギヤ比の計算 

 ギヤ比とは被駆動側の歯車が1回転するのに必要な駆動側の歯車回転数の比率のことです。 

 ギヤ比の計算式は次の通りです。 

●軸間距離の計算 

 歯車は適切な軸間距離で配置する必要があります。 

 軸間距離はピッチ円直径（モジュール×歯数）を 

 足して2で割った距離になります。 

  軸間距離の計算式は次の通りです。 

平ギヤセットと平ギヤ軸受けの使用例 

歯数(z2)=60 

歯数(z1)

=10 

ピニオンギヤ

A1 

スパーギヤ 

A２ 

ピッチ円直径 

＝ 
 駆動側の歯数（ピニオンギヤの歯数） 

 被駆動側の歯数（スパ－ギヤの歯数） 

軸間距離(a) ＝ 
2 

m(z1＋z2） 

軸間距離(a) 

平ギヤ60歯を使用した 

マイコンカー用ギヤボックス 

スパーギヤ60T、ピニオンギヤ10Tの場合、ギヤ比は6：1となります。 

これによりスピードは約１/６に遅くなり、トルクは約6倍に強くなります。 

※実際には伝達効率の影響で数％の損失が発生します。 

ギア比 

●用語解説 

 歯数（はかず）：ギヤ1周のギザギザの数のことです。商品には60歯や60Tと表記されています。 

 モジュール：ギヤの歯の大きさを示す値です。同じ歯数の場合、モジュールが大きいほど歯車の 

         直径が大きくなります。モジュールが異なる歯車は嚙み合いません。 

         M0.5やM1と表記します。 

 トルク：回転軸の周りにはたらく物体を回転させる力の強さのことです。 

モジュール(m)=0.5 

2 

0.5×(10＋60） 

＝ 

2 

0.5×70 

＝ 
2 

35 

＝ 

17.5(ｍｍ) ＝ 
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●3輪バイク  【難易度】★☆☆☆☆ 

① 板
いた

にキリで下穴
したあな

をあける。 ② 軸
じく

受
う

けをネジ止
ど

めする。 

③ モーターマウントをネジ止
ど

めする。 ④ ２平
へい

行
こう

ビニール線
せん

を12cmくらいにカットし 

  た後、両端
あと、りょうはじ

のビニールを１.5cmくらい剥
む

く。 

 

● ＋
ぷらす

ドライバー（P.0、P.2） 

●キリ 

●ニッパーまたは 

  ワイヤーストリッパー 

●両面
りょうめん

テープ 

 

作
さく

 成
せい

 手
て

 順
じゅん

 

 ≪POWER’Sの商品≫ 

●タイヤ４輪セット（軸受/ギヤ/プーリー付） 

●木板（かまぼこ板サイズ） 110mm×50mm 

●２平行ビニール線 1m 

●直流モーター130型(1.5～3V) 

 

【No.70101】 

【No.70002】 

【No.90401】 

【No.80809】 

 

×1 

×1 

×1 

×1 

【No.91706】 

【No.80803】 

×1 

×1 

 

 

×1 

●モーターマウント130/140（Φ２０mm） 

●電池ボックス 単３×１本 

 

 ≪POWER’S以外の商品≫ 

●単３アルカリ乾電池 

作例
さくれい

 

材料
ざいりょう

 

道
どう

具
ぐ
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⑥ モーターにタイヤを取
と

り付
つ

ける。 ⑤ モーターにビニール線
せん

を配線
はいせん

する。 

⑦ ビニール線
せん

の 逆
ぎゃく

側
がわ

を電
でん

池
ち

ボックスに配線
はいせん

する。 ⑧ 軸
じく

受
う

けにシャフト、タイヤを取
と

り付
つ

ける。 

⑨ モーターをモーターマウントに取
と

り付
つ

ける。 ⑩ 電
でん

池
ち

ボックスを両面
りょうめん

テープで固
こ

定
てい

する。 

完
かん

成
せい

！ 

モーターマウントの向
む

きを変
か

えると 

グルグル回転
かいてん

します！ 
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●プロペラカー  【難易度】★☆☆☆☆ 

① 板
いた

にキリで下穴
したあな

をあける。 ② 軸
じく

受
う

けを木板にネジ止
ど

めする。 

③ モーターマウントをネジ止
ど

めする。 

 

● ＋
ぷらす

ドライバー（P.0、P.2） 

●キリ 

●ニッパーまたは 

  ワイヤーストリッパー 

●両面
りょうめん

テープ 

道
どう

具
ぐ

 

 

材料
ざいりょう

 

作例
さくれい

 

作
さく

 成
せい

 手
て

 順
じゅん

 

 ≪POWER’Sの商品≫ 

●タイヤ４輪セット（軸受/ギヤ/プーリー付） 

●木板（かまぼこ板サイズ） 110mm×50mm 

●２平行ビニール線 1m 

●直流モーター130型(1.5～3V) 

●モーターマウント130/140（Φ２０mm） 

 

【No.70101】 

【No.70002】 

【No.90401】 

【No.80809】 

【No.91706】 

 

×1 

×1 

×1 

×1 

×1 

【No.91801】 

【No.80803】 

×1 

×1 

 

 

×1 

●３枚プロペラ（中） 

●電池ボックス 単３×１本 

 

 ≪POWER’S以外の商品≫ 

●単３アルカリ乾電池 

④ ２平
へい

行
こう

ビニール線
せん

を12cmくらいにカットし 

  た後
のち

、片方
かたほう

のビニールを１cmくらい剥
む

く。 
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⑦ モーターにプロペラを取
と

り付
つ

ける。 

⑥ モーターに1cm剥
む

いたビニール線
せん

を配線
はいせん

する。 

⑧ ビニール線の逆
ぎゃく

側
がわ

を電
でん

池
ち

ボックスに配線
はいせん

する。 

⑨ 軸
じく

受
う

けにシャフト、タイヤを取
と

り付
つ

ける。 ⑩ モーターをモーターマウントに取
と

り付
つ

ける。 

⑪ 電
でん

池
ち

ボックスを両面
りょうめん

テープで固
こ

定
てい

する。 完
かん

成
せい

！ 

⑤ ビニール線
せん

の反
はん

対
たい

側
がわ

を2cm剥
む

く。 
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●ポータブルクーラー  【難易度】★★☆☆☆ 

 

● ＋
ぷらす

ドライバー（P.2） 

●ニッパー 

●スチロールカッター 

●グルーガン 

●両面
りょうめん

テープ 

●油性ペン 

道
どう

具
ぐ

 

 

材料
ざいりょう

 

作例
さくれい

 

作
さく

 成
せい

 手
て

 順
じゅん

 

① 箱
はこ

に写
しゃ

真
しん

のような角
かど

を丸
まる

めた四
し

角
かく

を油
ゆ

性
せい

ペンで 

  10cm×10cmの下
した

書
が

きをする。 

② スチロールカッターを使
つか

い下
した

書
が

きに沿
そ

って 

  切
せつ

除
じょ

する。 

③ 左
さ

右
ゆう

対
たい

称
しょう

になるように切
せつ

除
じょ

する。 ④ 金
かな

網
あみ

を写
しゃ

真
しん

のように組
く

み合
あ

わせ、結
けっ

束
そく

バンド 

  で結
むす

んで固
こ

定
てい

する。 

 ≪POWER’Sの商品≫ 

●ガード付きプロペラ 

●直流モーター130型（1.5～3V） 

●モーターマウント130/140（Φ２０mm） 

●電池ボックス 単３×2本 フタ・スイッチ付 

 

【No.91809】 

【No.80809】 

【No.91706】 

【No.70006】 

 

×1 

×1 

×1 

×1 

  

×2 

×1 

×6 

×16 

×5 

×1 

 ≪POWER’S以外の商品≫ 

●単３アルカリ乾電池 

●発泡クーラーBOX4.8L（内寸21.6×15.0×15.0cm ） 

●角型焼き網 15×15cm 

●結束バンド 

●保冷剤 （14×14×2cm以下） 

●角材 （2.5×1.5×15cm） 
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⑦ モーターの軸
じく

にガード付
つ

きプロペラを取
と

り 

  付
つ

け、電
でん

池
ち

ボックスをモーターに接
せつ

続
ぞく

する。 

⑥ 角
かく

材
ざい

を発
はっ

泡
ぽう

クーラーBOX
ぼ っ く す

の幅
はば

に合
あ

わせて 

  切
せつ

断
だん

する。見
み

本
ほん

では長
なが

さ15cmになる。 

⑧ プロペラが中
ちゅう

心
しん

に来
く

る位
い

置
ち

でモーターマウント 

  をねじ止
ど

めし、モーターを取
と

り付
つ

ける。 

⑨ ②でカットした箇
か

所
しょ

をグルーガンで接
せっ

着
ちゃく

し、 

  テープで上
うえ

から補
ほ

強
きょう

する。 

⑩ 角
かく

材
ざい

をグルーガンで接
せっ

着
ちゃく

する。 

⑪ 金
かな

網
あみ

と保
ほ

冷
れい

剤
ざい

をクーラーBOX
ぼ っ く す

の中
なか

に入
い

れ、 

  ふたを閉
と

じ電
でん

源
げん

をつけると涼
すず

しい風
かぜ

が出
で

ます。 

完
かん

成
せい

！ 

⑤ 続
つづ

けて残
のこ

りの金
かな

網
あみ

も写
しゃ

真
しん

のように配
はい

置
ち

し、 

  結
けっ

束
そく

バンドで固
こ

定
てい

する。 
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●ソーラープーリーカー  【難易度】★★☆☆☆ 

 

● ＋
ぷらす

ドライバー（P.0、P.2） 

●キリ 

●ニッパーまたは 

  ワイヤーストリッパー 

●スポンジ両面
りょうめん

テープ 

道
どう

具
ぐ

 

 

材料
ざいりょう

 

作例
さくれい

 

作
さく

 成
せい

 手
て

 順
じゅん

 

① 板
いた

にキリで下穴
したあな

をあける。 ② 軸
じく

受
う

けをネジ止
ど

めする。 

③ モーターマウントは端
はし

から20mmの位
い

置
ち

に 

  取
と

り付
つ

ける。 

④ 軸
じく

受
う

けにシャフト、プーリー、タイヤを取
と

り 

  付
つ

ける。 

 ≪POWER’Sの商品≫ 

●タイヤ４輪セット（軸受/ギヤ/プーリー付） 

●木板（かまぼこ板サイズ） 110mm×50mm 

●ソーラーパネル1W （5V 200mA 太陽電池） 

●ソーラーモーター 300型 

●モーターマウント260/280/300（Φ２５mm） 

 

【No.70101】 

【No.70002】 

【No.80808】 

【No.80811】 

【No.91706】 

 

×1 

×1 

×1 

×1 

×1 

【No.91605】 ×1 

 

 

×1 

×1 

●ピニオンギヤ 14歯/16歯 M0.5 

 

 ≪POWER’S以外の商品≫ 

●輪ゴム（直径40mm程度のもの） 

●使い捨てプラスチックコップ 60ml サイズ 

20mm 
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⑧ ソーラーパネルとモーターのビニール 

  線
せん

のビニールを１ｃｍくらい剥
む

く。 

⑥ ソーラーモーターをモーターマウントに 

  取
と

り付
つ

ける。 

⑤ ソーラーモーターの軸
じく

に14Tピニオンギヤ 

  を取
と

り付
つ

ける。 

⑦ コップの飲
の

み口
くち

部
ぶ

を写
しゃ

真
しん

のように切
せつ

除
じょ

し、 

  平
たい

らになるように 形
かたち

を 整
ととの

える。 

⑨ コップにスポンジ両
りょう

面
めん

テープを貼
は

り付
つ

け、 

  かまぼこ板
いた

に取
と

り付
つ

ける。 
⑩ ソーラーパネルとソーラーモーターの 

  ビニール線
せん

をねじって接続
せつぞく

する。 

⑪ ソーラーパネルをコップに載せて、輪
わ

ゴム 

  をプーリーとモーターの軸
じく

にかける。 完
かん

成
せい

！ 
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●ロープウェイ  【難易度】★★☆☆☆ 

 

● ＋
ぷらす

ドライバー （P.0、P.2） 

● －
まいなす

精
せい

密
みつ

ドライバー 

●キリ 

●ニッパーまたは 

  ワイヤーストリッパー 

●ラジオペンチ 

●両面
りょうめん

テープ 

道
どう

具
ぐ

 

 

材料
ざいりょう

 

作例
さくれい

 

作
さく

 成
せい

 手
て

 順
じゅん

 

① 板
いた

にキリで下穴
したあな

をあける。 ② 軸
じく

受
う

けの片
かた

側
がわ

をラジオペンチなどで 

  まっすぐにする。 

③ 軸
じく

受
う

けとモーターマウントをネジ止
ど

めする。 ④ ネジ同
どう

士
し

が干
かん

渉
しょう

しないように 注
ちゅう

意
い

する。 

軸
じく

受
う

けのネジ 

モーターマウントのネジ 

 ≪POWER’Sの商品≫ 

●タイヤ４輪セット（軸受/ギヤ/プーリー付） 

●木板（かまぼこ板サイズ） 110mm×50mm 

●２平行ビニール線 1m 

●直流モーター130型(1.5～3V) 

●モーターマウント130/140（Φ２０mm） 

 

【No.70101】 

【No.70002】 

【No.90401】 

【No.80809】 

【No.91706】 

 

 

×1 

×1 

×1 

×1 

×1 

 

【No.11000】 

【No.10706】 

【No.20702】 

【No.80803】 

×1 

×1 

×1 

×1 

 

×1 

●輪ゴムプラプーリー（大） 2mm穴 

●輪ゴム用 ピニオンプーリーS 2mm穴 

●ゴムプーリーベルト 1.8×60mm  

●電池ボックス 単３×１本 

 ≪POWER’S以外の商品≫ 

●単３アルカリ乾電池 
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⑦ モーターをモーターマウントに取
と

り付
つ

ける。 

（ピニオンプーリーが外
そと

側
がわ

になるようにする） 

⑥ モーターと電
でん

池
ち

ボックスを12cmくらい 

  に切
きり

った２平行
へいこう

ビニール線
せん

で接続
せつぞく

する。 

⑧ シャフトを軸
じく

受
う

けに取
と

り付
つ

ける。 

（ホイール、軸
じく

受
う

け、プーリー【オレンジ】、 

軸
じく

受
う

け、プーリーの 順
じゅん

番
ばん

になるようにする） 

⑨ プラプーリーがピニオンプーリー側
がわ

に 

  なるように取
とり

り付
つき

けた後
のち

、ゴムプーリー 

  ベルトをかける。（輪
わ

ゴムでも代用可能
だいよう か のう

） 

完
かん

成
せい

！ 

⑤ モーターにピニオンプーリーを取
と

り付
つ

ける。 

右
みぎ

の画
が

像
ぞう

を参
さん

考
こう

にして、 

画
が

用
よう

紙
し

や色
いろ

紙
がみ

でボディを作
つく

ると 

よりロープウェイっぽくなります！ 
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●ホバークラフト  【難易度】★★★☆☆ 

 

● ＋
ぷらす

ドライバー（P.2） 

●カッターナイフ 

●油性ペン 

●ニッパーまたは 

  ワイヤーストリッパー 

●両面
りょうめん

テープ 

道
どう

具
ぐ

 

 

材料
ざいりょう

 

作例
さくれい

 

作
さく

 成
せい

 手
て

 順
じゅん

 

① 容
よう

器
き

の 中
ちゅう

心
しん

にホルダーを当
あ

て、切
せつ

断
だん

する部
ぶ

分
ぶん

 

  に油
ゆ

性
せい

ペンで印
しるし

をつける。 

② 写真のように印
しるし

がついていることを 

  確
かく

認
にん

する。 

③ 印をつけた部
ぶ

分
ぶん

をカッターナイフで切
せつ

除
じょ

する。 ④ モーターホルダーにモーターをはめる。 

 ≪POWER’Sの商品≫ 

●ターボファンM 右回転（2mm穴 Φ８０） ※『左回転も可』 

●電池ボックス 単３×２本 フタ・スイッチ付 

●直流モーター130型(1.5～3V) 

●モーターホルダー130 

 

【No.91805】 

【No.80805】 

【No.80809】 

【No.91703】 

 

×1 

×1 

×1 

×1 

  

×1 

×2 

 ≪POWER’S以外の商品≫ 

●カップ麺の容器（直径14cmくらい） 

●単３アルカリ乾電池 
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⑨ 発泡スチロールと電
でん

池
ち

ボックスを両面テープで 

  固
こ

定
てい

する。 

⑦ ターボファンをモーターの軸
じく

に取
と

り付
つ

ける。 

完
かん

成
せい

！ 

⑥ モーターホルダーをネジで固
こ

定
てい

する。 ⑤ 電
でん

池
ち

ボックスのビニール線
せん

を容
よう

器
き

の穴
あな

に通
とお

し 

  てモーターに接続
せつぞく

する。 

⑧ 発
はっ

泡
ぽう

スチロール板
ばん

をスチロールカッターや 

  カッターナイフ等
とう

で2cm×2cmサイズに 

  カットする。 
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●モーターボート  【難易度】★★★★☆ 

 

● ＋
ぷらす

ドライバー（P.0、P.2） 

●キリ 

●ノコギリ 

●ニッパーまたは 

  ワイヤーストリッパー 

●スチロールカッター 

●両面
りょうめん

テープ 

●油性
ゆせい

ペン 

道
どう

具
ぐ

 

 

材料
ざいりょう

 

作例
さくれい

 

作
さく

 成
せい

 手
て

 順
じゅん

 

① 板材に赤線のような下書きをして、ノコギリで 

  切断する。 

② 角材を③の写真の形になるようにノコギリで 

  切断する。 

③ 切断した角材と板材 ④ 発泡スチロール板に板材をあて、型を取り、 

  パイプスクリューを通す穴をあける。 

 ≪POWER’Sの商品≫ 

●２平行ビニール線 1m 

●直流モーター130型（1.5V～3V） 

●モーターマウント130/140（Φ２０mm） 

●パイプスクリュー（大）シルバー 

●ゴムジョイント2mm/3mm穴 

●電池ボックス 単３×１本 

 

【No.90401】 

【No.80809】 

【No.91706】 

【No.90908】 

【No.90301】 

【No.80803】 

 

×1 

×1 

×1 

×1 

×1 

×1 

  

×1 

×2 

×1 

×3 

×12 

×1 

 ≪POWER’S以外の商品≫ 

●板材（10cm×25cm×8mm） 

●角材（15cm×25cm×45cm） 

●発泡スチロール板（10cm×25cm×10mm） 

●木ネジ 10mm 

●釘 20mm 

●単３アルカリ乾電池 
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⑦ ひっくり返し、電池を置く角材も釘で取り 

  付ける。 

⑥ 所定の位置に角材を置き板材を乗せて、 

  釘を打ち込んで固定する。 

⑧ 再びひっくり返し、パイプスクリューに付属し 

  ているホルダーを所定の位置に取り付ける。 

⑨ 発泡スチロール板を乗せ木ネジで固定する。穴

からパイプスクリューを入れ、ホルダーの中に通す。 

⑩ モーターと電池ボックスを12ｃｍくらいに 

  切った２平行ビニール線で接続する。 

⑪ パイプスクリューにマブチモータージョイント 

  を取り付け、所定の位置にモーターマウントを 

  ネジ止めする。 完
かん

成
せい

！ 

⑤ スチロールカッターで発泡スチロール板を 

  切り抜く。 
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●観覧車  【難易度】★★★★★ 

 

● ＋
ぷらす

ドライバー（P.0、P.2） 

●キリ 

●金切りノコギリ 

●ハンマー 

●万力 

●ドリル 

●ニッパーまたは 

  ワイヤーストリッパー 

●両面
りょうめん

テープ 

道
どう

具
ぐ

 

 

材料
ざいりょう

 

作例
さくれい

 

① 支柱の角材の写真の位置にキリで下穴をあける。 

② 支柱の角材(2cm×3cm)を万力等でしっかりと固定し 

  ドリルで6mmの穴と10mmの穴をあける。 

  10mmの穴はケガ防止のため、6mm→8mm→10mm 

  の順に少しずつ大きくしていく。 

  ※危険なので大人の人にやってもらいましょう！ 

③ ステンレスシャフト150mm×3mmを万力等で 

  しっかりと固定し、金切りノコギリで5cmの長さに 

  切断する。 

④ ②で穴をあけた角材に、穴径と同じフランジボール 

  ベアリングをはめ込み、ステンレスシャフトを穴に通す。 

21.5cm 

6cm 

作
さく

 成
せい

 手
て

 順
じゅん

 

6mm穴 10mm穴 

 ≪POWER’Sの商品≫ 

●ステンレスシャフト150mm×6mm 

●ステンレスシャフト150mm×3mm 

●フランジホイールハブ 内径6mm 

●ネジロッド 3mm×73mm 

●アルミプーリー 20mm×3mm 

●アルミプーリー 65mm×6mm 

●プーリーベルト 6mm×450mm 

●ゴムプーリーベルト 1.8×130mm 

●輪ゴムプラプーリー(大) 3mm穴 

●アルミストッパー 6mm 

●フランジボールベアリング φ６×１０×T3 

●フランジボールベアリング φ３×６×T2.5 

●輪ゴム用 Wピニオンプーリー M 2mm穴 

 

【No.91404】 

【No.91401】 

【No.70204】 

【No.20508】 

【No.10604】 

【No.10614】 

【No.20404】 

【No.20705】 

【No.11001】 

【No.10405】 

【No.10224】 

【No.10221】 

【No.10705】 

 

×1 

×1 

×1 

×4 

×1 

×1 

×1 

×1 

×1 

×1 

×2 

×2 

×1 

●平ギヤ軸受け[V2] 

●直流モーター130型 （1.5〜3V） 

●マブチモーターベース 130/140[プラ] 

●2平行ビニール線1m 

●電池ボックス 単３×１本 

 ≪POWER’S以外の商品≫ 

●角材（2cm×3cm×30cm）  

●薄板材（0.3cm×2cm×30cm） 

●板材（11cm×24cm×1.2cm） 

●L字金具（4cm×4cm）  

●小ネジ（L字金具とフランジホイールハブに使用） 

●M3ナット 

●乳酸菌飲料容器 

●単３アルカリ乾電池 

【No.70102】 

【No.80809】 

【No.70701】 

【No.90401】 

【No.70004】 

×1 

×1 

×1 

×1 

×1 

 

×1 

×4 

×1 

×2 

×12 

×8 

×4 

×1 

内径3mmベアリング 

内径6mmベアリング 

10mm穴の下穴 6mm穴の下穴 
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⑦ 板材に平ギヤ軸受け、輪ゴム用Wピニオンプーリー、 

  マブチモーターベース、モーター、電池ボックスを 

  写真のように取り付ける。 

⑥ 平ギヤセットの平ギヤ54Tと平ギヤ60Tに 

  2mmシャフトをハンマーで打ち込む。 

⑧ 薄板材に中心6mm、ゴンドラ部3mmの穴をあける。 

  これを４枚用意する。 

⑨ 薄板材を十字に重ね、中心の穴が見えるように 

  フランジホイールハブを中心に置き、ねじ止めをする。 

⑩ 容器の上にネジロッドを通す4mmほどの穴を 

  キリであける。これを４個用意する。 

⑪ 容器を写真のようにネジロッドとM3ナットで固定する。 

  最後に本体の6mmシャフトに取り付ける。 完
かん

成
せい

！ 

⑤ 65mmアルミプーリーとアルミストッパーを 

  6mmシャフトに取り付け、2０mmアルミプーリーと 

  輪ゴムプラプーリーを3mmシャフトに取り付け、 

  プーリーベルトをアルミプーリーに取り付ける。 

6mm穴 

3mm穴 
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